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地方税ですでに実施されているクレジットカード

納付制度が国税にも導入される。

納付手段の多様化を図る観点から、これまでの納付

方法に加え、「インターネットを利用したクレジッ

トカード決済による納付」が加わることになった。

適用は2017年１月４日以後に国税の納付を委託する

場合から。

これは、2016年度税制改正で創設されたもの。納付

書で納付できる国税を対象としており、基本的に税

目に制限はない。

クレジットカード納税は、パソコンやスマホでイン

ターネットに接続し、専用サイト上でカード決済が

できる仕組み。

納税者がカード会社に納付手続きを委託し、カード会社がそれを受託した日に国税の納付があったものとみなして、延滞税や利

子税等に関する規定が適用される。

クレジットカードで税金を納めるメリットは少なくない。筆頭に挙げられるのが「時間が稼げる」こと。引き落としのタイミング

が納期限より遅くなるため、資金繰りへの好影響が期待できる。

インターネットを利用することで現金を持ち歩かなくていいという安心感もしかり。またクレジットカードを利用することでポ

イントが貯まるという旨味もある。

デメリットは、手数料が利用者（納税者）の負担となること。現行の地方税の取扱いと同じになるというが、東京都の場合、納税

額１万円以下で78円、２万円以下で157円かかる。

このほか、インターネット利用による情報の漏えいリスクも見逃せない。

いずれにせよ自己責任になるため慎重な検討が必要だ。

国税もクレジットカード納税がスタート
インターネット利用のカード決済の納付

税理士の

すでに固定資産税等はクレジットカードによる納付を先行実施しています。

同様の制度として国税も適用される場合、納付日に関してはクレジットカードの支払い手続きをした日が納

付日として取り扱われるものの、納税証明書に関してはクレジットカード会社が当局への支払いが完了して

からでなければ証明書は発行できない事が予想されます。約2週間程度の誤差が生じますので、納税証明書の

発行を急がれる場合は注意が必要です。
大阪事業部　家永耕介



若手社員の特徴

「ミレニアル世代」という若年層を表現した言葉を耳にされたことはあるでしょうか？最近の若手世代を表すキーワードともい

えます。

この世代の若者は、例えば運動会の徒競走で手をつないでゴールするように、一芸に秀でた子供よりも無難な子供に育つような

教育を受けています。

一方では、受験戦争に追われ、偏差値により優劣が決められてしまう競争も経験しており、失敗が許されないというプレッシャー

も受けてきています。

この世代が育った当時は、経済が長く停滞していた時代でもあり、これらの結果、リスクを避け、失敗しない無難な選択肢を選

ぶ傾向が見られます。

これらの時代背景の中で育ってきた若手社員は、以下のような特徴を持っています。

　①怒られることに慣れておらず、ストレス耐性が低い

　②リスクを恐れず自分から積極的に動こうとしない

　③失敗することを避ける

　④人と関わることが苦手

　⑤傷つきたくないという意識が強く、他人の評価に敏感

その一方で、優れている面もあります。指示した仕事については確実に実行したり、積極的に発言することがなくとも、自分の

考えはしっかり持っています。

さらには、IT ツールの発達など情報化社会の中で過ごしてきており、情報収集面においては、ベテラン社員よりも優れている人

が大勢いると思われます。

このように、今の若手社員は、一方では上司から見ると物足りない面も持ち合わせているかも知れませんが、優れた面も数多く持っ

ています。

　①与えられた仕事は確実に行う

　②自分の考え・意見は持っている

　③情報収集が得意

　④知識などの基礎能力は高い

　⑤興味のあることに対してはとことん追求する

社労士の

若手社員の特徴として、入社後３年以内の離職率が高いといった問題点がありますが、

ITツールを駆使した情報収集能力が高い若手社員も数多くいます。

現在、ITツールは業務上必要不可欠なものとなり、このITツールを効率的に利用でき

る若手社員は会社にとって大きな戦力となり得ます。

短所ばかりに目を向けず、長所にも目を向けながらも、若手社員のSNS利用による情

報流出を防ぐ為には就業規則等で対策を講じておきましょう。
社会保険労務士　山本裕貴
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